
【事業実績】 

 事業全体のスタートから５年目となった本年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のために、ヒ

トとモノの移動が大きく制限された。このため、新たなコンテンツ創出などの事業は中止せざるをえなかっ

た。 

その一方、休館せざるを得なかった博物館がオンラインコンテンツに力を入れた結果、文化遺産の情報を

インターネット上で公開する技術的なハードルが下がった。一般的にもオンライン上で文化遺産が鑑賞でき

ることが広まった。その流れにのり、本事業でこれまで構築してきたサイト（https://my-favorite-things-

about-yamagata.com/）を利用し、最上義光歴史館が独自に作成した動画を台湾向けに再編集したもの

（https://www.youtube.com/watch?v=oO98Do3mmDM&t=3s）を提供した。台湾は、かねてから山形市と人的交

流があることに加えて、新型コロナウイルス感染症の抑え込みに成功しており、コロナ終息後にはもっとも

来形が期待できる地域である。 

動画の配信と合わせて、山形の文

化遺産および観光情報を解説するパ

ンフレットを作成した。写真を多く

用い、視覚的・直感的に山形の文化

遺産と観光情報を伝えることと、気

軽に持ち運べる携帯性を重視した。

また、そして、日本語版の他に台湾

の旅行会社、教育機関に配布広く配

布し、台湾・山形の交流継続をはか

った。 

 

 

山形歷史地區 霞城公園與二丸東大手門 https://www.youtube.com/watch?v=oO98Do3mmDM&t=3s 

 

山形の文化遺産と観光情報を紹介する小冊子 



また、ボローニャ大学附属博物館

からも 2021 年 4 月に日本文化を紹介

するオンラインイベントを開催する

旨の打診があった。そこで提供するイ

タリア向け日本文化解説動画のため

の翻訳を実施した。 

 上記のとおり、今年度もわずかでは

あるが、事業を実施できたのは、本事

業の開始から５年間にわたって築き

上げてきた連携関係によるものであ

り、これが事業の最大の成果といえ

る。 
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